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ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
燃

焼
室
部
分
は
、
１
５
０
０
度

Ｃ
に
達
す
る
。
こ
の
た
め
エ

ン
ジ
ン
内
部
で
動
力
や
推
進

力
を
得
る
た
め
の
ブ
レ
ー
ド

可
動
翼

や
ベ
ー
ン

固

定
翼

の
材
料
に
、
難
燃
材

で
あ
る
耐
熱
合
金
が
使
わ
れ

て
い
る
。
ブ
レ
ー
ド
の
内
部

か
ら
穴
を
通
し
て
冷
却
空
気

を
流
す
こ
と
で
ブ
レ
ー
ド
翼

面
を
冷
却
す
る
。
翼
面
に
冷

却
空
気
の
膜
を
作
っ
て
冷
却

効
果
を
高
め
る
た
め
、
穴
の

出
口
部
分
は
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ

ー
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
ラ
ッ

パ
状
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
耐
熱
合
金
は
切
削
に
よ
る

加
工
が
難
し
い
た
め
、
冷
却

穴
の
加
工
に
は
マ
ル
チ
電
極

と
呼
ば
れ
る
パ
イ
プ
電
極
を

複
数
装
填
し
た
特
殊
な
治
具

そ
う
て
ん

を
使
っ
て
加
工
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ

ー
の
多
く
は
形
状
電
極
を
使

っ
た
加
工
に
よ
っ
て
形
作
ら

れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
牧
野
フ
ラ

イ
ス
製
作
所
は
ブ
レ
ー
ド
や

ベ
ー
ン
の
翼
面
の
冷
却
穴
を

高
速
に
加
工
す
る
た
め
純
水

を
加
工
液
と
す
る
細
穴
放
電

加
工
機
「
タ
ー
ビ
ン
翼
冷
却

孔
加
工
用
放
電
加
工
機
　
Ｅ

Ｄ
Ｂ
Ｖ
３
」
を
開
発
し
た
。

　
最
も
特
筆
す
べ
き
は
マ
ル

チ
電
極
や
形
状
電
極
を
用
い

る
こ
と
な
く
、
市
販
の
安
価

な
パ
イ
プ
電
極
を
使
い
な
が

ら
、
一
般
的
な
放
電
加
工
機

と
比
較
し
て
驚
異
的
な
速
さ

で
細
穴
放
電
加
工
を
進
め
ら

れ
る
点
だ
。
「
消
耗
を
抑
え

つ
つ
形
状
を
転
写
す
る
」
と

い
う
従
来
の
放
電
加
工
の
発

想
を
転
換
し
、
あ
え
て
電
極

消
耗
の
高
い
加
工
条
件
を
使

う
こ
と
で
実
現
し
た
。

　
放
電
電
流
や
軸
送
り
制
御

技
術
を
Ｅ
Ｄ
Ｂ
Ｖ
３
用
に
新

た
に
開
発
し
た
。
加
工
速
度

が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
従
来

の
ブ
レ
ー
ド
１
個
の
ト
ー
タ

ル
加
工
時
間
を
４
分
の
１
に

短
縮
。
厚
さ
５

の
ニ
ッ

ケ
ル
合
金
な
ら
ば
７
秒
程
度

で
貫
通
が
可
能
だ
と
い
う
。

　
ま
た
同
社
独
自
の
発
想
に

よ
っ
て
、
パ
イ
プ
電
極
を
使

っ
て
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
形
状

を
高
速
形
状
加
工
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

　
貫
通
検
知
機
能
を
備
え
て

い
る
。
穴
が
貫
通
し
た
こ
と

を
自
動
検
知
し
、
貫
通
後
１

以
内
で
加
工
を
停
止
し

て
次
の
穴
加
工
へ
と
移
動
す

る
。
中
空
構
造
で
あ
る
ブ
レ

ー
ド
に
お
い
て
は
、
貫
通
後

に
反
対
側
の
壁
ま
で
加
工
が

進
ん
で
損
傷
さ
せ
る
の
を
防

ぎ
、
か
つ
加
工
時
間
以
外
の

軸
送
り
時
間
を
削
減
す
る
。

　
独
自
の
「
シ
ャ
ト
ル
」
を

使
っ
た
ガ
イ
ド
交
換
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
、
パ
イ
プ
電
極

ホ
ル
ダ
ー
と
位
置
決
め
ガ
イ

ド
ホ
ル
ダ
ー

シ
ャ
ト
ル

を
一
体
化
。
さ
ら
に
各
軸
の

早
送
り
速
度
も
毎
分
５

と

し
、
従
来
機
で
は
合
計
２
分

以
上
必
要
で
あ
っ
た
電
極
・

ガ
イ
ド
交
換
時
間
を
約

秒

に
大
幅
改
善
し
、
工
程
時
間

の
短
縮
に
寄
与
す
る
。

　
特
に
電
極
の
交
換
頻
度
が

従
来
に
比
べ
て
非
常
に
高

く
、
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ

て
一
本
一
本
交
換
す
る
従
来

の
電
極
交
換
方
式
で
は
遅
す

ぎ
て
、
特
徴
を
十
分
に
生
か

せ
な
い
。
そ
こ
で
本
体
に
付

属
す
る
電
極
ス
ト
ッ
カ
ー

本
の
マ
ガ
ジ
ン
ご
と
ロ
ボ
ッ

ト
に
交
換
さ
せ
る
と
い
う
全

く
新
し
い
発
想
で
解
決
。
ロ

ボ
ッ
ト
の
介
入
を
最
小
限
に

し
て
機
械
が
待
機
す
る
無
駄

時
間
を
大
幅
に
削
減
す
る
。

【
開
発
者
の
声
】

　
Ｅ
Ｄ
Ｂ
Ｖ
３
の
開
発
に
当

た
っ
て
は
、
当
初
か
ら
ブ
レ

ー
ド
加
工
に
必
要
な
仕
様
を

全
て
標
準
で
搭
載
す
る
だ
け

で
な
く
、
加
工
サ
イ
ク
ル
時

間
は
既
存
機
の
時
間
よ
り
も

大
幅
に
速
く
す
る

と
い
う
厳
し
い
目

標
が
あ
っ
た
。
目

標
達
成
の
た
め
に

は
従
来
の
機
械
仕

様
の
常
識
か
ら
抜

け
出
た
大
胆
な
発

想
が
必
要
だ
っ

た
。
加
工
技
術
で

は
水
の
放
電
加
工

に
特
化
し
た
革
新

的
な
高
速
穴
あ
け

加
工
を
、
制
御
で

は
貫
通
検
知
機
能

と
Ｅ
Ｄ
Ｂ
Ｖ
３
専

用
の
操
作
画
面
を
新
し
く
開

発
。
さ
ら
に
機
械
機
能
で
は

シ
ャ
ト
ル
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
パ
イ
プ
電
極
と
位
置
決

め
ガ
イ
ド
の
交
換
時
間
の
大

幅
短
縮
を
達
成
し
た
。

　
機
械
本
体
の
設
計
に
当
た

っ
て
は
、
顧
客
の
視
点
に
立

っ
た
操
作
性
向
上
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
し
や
す
い
ユ
ニ
ッ
ト

配
置
、
さ
ら
に
は
工
場
に
複

数
台
並
ん
だ
と
き
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
ア
ク
セ
ス
性
ま

で
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て

最
適
な
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し

た
。

　
他
社
に
は
追
従
で
き
な
い

加
工
性
能
と
機
能
で
顧
客
の

満
足
を
要
求
以
上
に
満
た
せ

る
機
械
に
仕
上
が
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

キ
タ
ム
ラ
機
械

横形マシニングセンタ―ＨＸ４００ＧＭｙｃｅｎｔｅｒ
日本商工会議所会頭賞

　
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

の
専
業
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
キ
タ
ム
ラ
機
械
は
、

相
反
す
る
性
質
で
あ
る
速
さ

と
精
度
を
併
せ
持
っ
た
高
生

産
性
、
高
精
度
を
実
現
す
る

機
械
と
し
て
、
高
速
パ
レ
ッ

ト
交
換
装
置
付
き
横
型
Ｍ
Ｃ

を
人
間
工
学
的
視
点
か
ら
大

幅
に
見
直
し
、
次
世
代
モ
デ

ル
と
し
て
開
発
し
た
。
そ
れ

が
「
横
形
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
　
Ｍ
ｙ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
―

Ｈ
Ｘ
４
０
０
Ｇ
」
だ
。

　
世
界
的
に
地
球
温
暖
化
対

策
を
含
め
た
環
境
対
策
が
進

め
ら
れ
る
中
、
工
作
機
械
に

も
消
費
電
力
の
削
減
が
要
求

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の

開
発
で
は
従
来
の
省
電
力
化

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
ス
マ

ー
ト
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

超

高
精
密
　
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
　
Ｇ
ｅ

ｐ
ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｙ
　
Ａ
ｃ
ｃ
ｕ

ｒ
ａ
ｃ
ｙ

操
作
性
、
安
全

性
に
優
れ
る

人
間
工
学
的

優
位
性

洗
練
さ
れ
た
技

術
と
ス
タ
イ
リ
ン
グ

ト
ー

タ
ル
製
品
コ
ス
ト
の
削
減
と

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
―
の
概
念

を
取
り
込
む
形
で
製
品
化
し

た
。

　
「
横
形
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
　
Ｍ
ｙ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
―

Ｈ
Ｘ
４
０
０
Ｇ
」
は
次
の
特

徴
を
持
つ
。

　
ま
ず
、
工
作
機
械
で
初
め

て
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

を
採
用

し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ

て
扉
の
重
量
は
従
来
の

か
ら

へ
と

％
弱

削
減
で
き
た
。
３
層
大
型
特

殊
ガ
ラ
ス
と
の
採
用
と
相
ま

っ
て
、
視
界
が
広
く
見
え
や

す
く
な
り
、
軽
く
て
作
業
し

や
す
く
な
っ
た
。
人
間
工
学

的
視
点
に
立
っ
た
デ
ザ
イ
ン

に
よ
っ
て
、
操
作
性
、
安
全

性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
社
名
板
な
ど
部
品

を
省
き
、
板
金
な
ど
で
処
理

す
る
こ
と
で
取
り
付
け
工
程

を

％
削
減
し
て
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
可
能
と
し
た
。

　
採
用
し
た

大
型
カ
ラ

ー
液
晶
表
示
装
置
は
、
薄
型

で
軽
く
、
１
６
０
度
回
転
で

あ
る
こ
と
か
ら
前
面
、
側
面

使
用
が
可
能
。
作
業
者
の
負

担
を
軽
減
し
、
操
作
性
に
優

れ
、
消
費
電
力
を
大
幅
に
削

減
し
た
。

　
制
御
装
置
は
最
も
ハ
イ
エ

ン
ド
な
独
自
開
発
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
「
Ａ
ｒ
ｕ
ｍ
ａ
ｔ

ｉ
ｋ
―
Ｍ
ｉ
」
を
搭
載
し

て
、
従
来
比
５
倍
の
処
理
速

度
に
よ
る
加
工
時
間
の
大
幅

短
縮
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
高
剛
性
角
型
摺
動
面
と

し
ゅ
う
ど
う

各
送
り
軸
に
標
準
装
備
し
た

超
精
密
、
高
分
解
能
リ
ニ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ッ
ク
ス
ケ
ー

ル
は
、
剛
性
の
高
い
、
高
精

度
加
工

位
置
決
め
精
度

２

を
実
現
す
る
。

　
切
り
く
ず
処
理
は
摺
動
面

カ
バ
ー
を
一
本
化
し
た
二
基

の
チ
ッ
プ
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ

っ
て
、

ド
ラ
ム
フ
ィ
ル
タ

ー
内
蔵

機
内
に
切
り
く
ず

を
滞
留
さ
せ
な
い
。
同
時
に

切
削
油
の
考
慮
を
行
い
な
が

ら
、
切
り
く
ず
を
機
外
に
排

出
す
る
こ
と
で
大
幅
に
ユ
ー

ザ
ー
の
負
担
を
軽
く
す
る
。

　
工
具
収
納
本
数
を
従
来
の

本
か
ら

本
に
増
や
す
こ

と
で
、
多
工
程
、
複
雑
形
状

の
ワ
ー
ク
に
も
対
応
で
き
て

生
産
技
術
担
当
者
の
負
担
を

軽
減
し
て
い
る
。

【
開
発
者
の
声
】

　
質
実
剛
健
、
超
高
精
密
な

Ｍ
Ｃ
と
し
て
、
高
く
評
価
さ

れ
る
技
術
力
を
当
社
の
顔
と

し
て
、
外
装
デ
ザ
イ
ン
に
表

現
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
。

そ
れ
は
真
の
機
械
姿
勢
、
幾

何
学
精
度
、
位
置
決
め
精
度

１

、
国
内
唯
一
の
Ｍ
Ｃ

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
心

髄
を
、
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
追
求
が

環
境
保
護
、
コ
ス
ト
削
減
に

つ
な
げ
る
た
め
の
必
要
条
件

で
あ
る
。

　
当
社
の
定
義
付
け
は

超

高
精
密
を
極
め
る
こ
と

操

作
性
、
安
全
性
に
優
れ
る
こ

と

洗
練
さ
れ
た
技
術
と
ス

タ
イ
リ
ン
グ
―
。
こ
れ
ら
の

中
で
も
今
回
は
、
デ
ザ
イ
ン

を
追
求
し
た
結
果
、
ス
マ
ー

ト
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
下
に
、
相
互
に
人
間
工
学

的
に
優
れ
、
重
量
、
部
品
は

削
減
さ
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
Ｍ
Ｃ
を
完
成
さ
せ
た
。

　
苦
心
し
た
と
こ
ろ
は
、
コ

ス
ト
が
ア
ッ
プ
せ
ず
に
、
従

来
の
仕
様
を
満
た
し
、
い
か

に
デ
ザ
イ
ン
性
を
高
め
る
か

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

細
部
の
素
材
に
は
高
級
感

と
、
自
由
形
状
を
容
易
に
作

成
で
き
、
軽
量
で
、
強
度
も

鉄
の
４
倍
以
上
あ
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
を
採
用
し
た
。
機
械
の
顔

で
あ
る
全
体
カ
バ
ー
前
面
の

開
閉
ド
ア
へ
の
利
用
を
決
め

た
が
、
高
額
な
た
め
、
他
の

Ｇ
シ
リ
ー
ズ
の
４
機
種
で
、

寸
法
を
共
有
化
し
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
努
め
た
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月２５日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


